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福島第一原子力発電所の状況 
   

平成 25 年 12 月 19 日 
東京電力株式会社 

 

＜１．原子炉および原子炉格納容器の状況＞ （12/19 11:00 時点） 

号機 注水状況 
原子炉圧力容器

下部温度 

原子炉格納容器 

圧力＊1 

原子炉格納容器 

水素濃度 

炉心ｽﾌﾟﾚｲ系：約2.1 m3/h Ａ系: 0.10 vol％
１号機 

淡水 
注入中 給水系：約2.6m3/h 

20.4 ℃ 106.7 kPa     abs 
Ｂ系: 0.07 vol％

炉心ｽﾌﾟﾚｲ系：約3.4 m3/h Ａ系: 0.00 vol％
２号機 

淡水 
注入中 給水系：約1.9 m3/h 

28.8 ℃ 6.04 kPa     g 
Ｂ系: 0.00 vol％

炉心ｽﾌﾟﾚｲ系：約0.0 m3/h Ａ系: 0.11 vol％
３号機 

淡水 

注入中 給水系：約5.3m3/h 
28.4 ℃ 0.23 kPa     g 

Ｂ系: 0.09 vol％

＊1：絶対圧(kPa abs) ＝ ゲージ圧(kPa g) ＋ 大気圧(標準大気圧 101.3 kPa) 

 
【３号機原子炉建屋５階中央部近傍（機器貯蔵プール側）での湯気発生状況】 

 ・H25/12/19 7:46 頃 湯気をカメラにて確認。（気象データ〔12/19 7:40 時点〕：気温 5.6℃、湿度 93.7％） 
※プラント状況、モニタリングポスト指示値等に異常なし。 

 

＜２．使用済燃料プールの状況＞ （12/19 11:00 時点） 

号機 冷却方法 冷却状況 使用済燃料ﾌﾟｰﾙ水温度 

１号機 循環冷却システム 運転中 14.0 ℃ 

２号機 循環冷却システム 運転中 12.4 ℃ 

３号機 循環冷却システム 運転中 11.0 ℃ 

４号機 循環冷却システム 運転中 18.6 ℃ 

※各号機使用済燃料プールおよび原子炉ウェルへヒドラジンの注入を適宜実施。 

・H25/11/18 15:18～ ４号機使用済燃料プールから燃料を取り出す作業を実施中。なお、同作業は平成 26 年末    
頃まで行う予定。 

                    12/20 から実施予定としていた４号機使用済燃料プールにおけるハンドル／チャンネルボ
ックスが変形している燃料の調査（１体）について、調査日程を延期。 

 

＜３．タービン建屋地下等のたまり水の移送状況＞ 
号機 排出元 → 移送先 移送状況 

２号機 
２号機 

タービン建屋 
→ ３号機タービン建屋 12/17 10:20 ～ 移送実施中 

３号機 
３号機 

タービン建屋 
→ 

集中廃棄物処理施設（雑固体廃棄物

減容処理建屋［高温焼却炉建屋］） 
12/17 16:00 ～ 移送実施中 

６号機 
６号機 

タービン建屋 
→ 仮設タンク 12/19 10:00～15:00 移送実施 

再 訂 正 版 
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＜４．水処理設備および貯蔵設備の状況＞ （12/19 11:00 時点） 

設備 
セシウム 
吸着装置 

第二セシウム 
吸着装置 
（サリー） 

除染装置 
淡水化装置 
（逆浸透膜） 

淡水化装置 
（蒸発濃縮） 

多核種除去設備
（ALPS） 

運転

状況 
停止中※ 運転中※ 停止中 

水バランスを 

みて断続運転 

水バランスを 

みて断続運転 
ホット試験中* 

＊ 当面は、３系列のうち２系列による運転を実施することで２系列運転の稼働率を向上させていくこととし、準備が整い次第、３系列の同時運
転を実施予定。 
Ａ系：11/29 12:40～ 腐食対策有効性確認のために運転を停止。 

12/19 11:45   腐食の発生および進展が大きく抑制されており腐食対策が有効的であることが確認されたことから、運
転（ホット試験）を再開。なお、再開後の運転状態については異常なし。 

Ｂ系：12 月下旬頃（予定）に腐食対策有効性確認のため、処理運転を停止予定。 
・H23/6/8～ 汚染水・処理水を貯蔵・保管するための大型タンクを順次輸送、据付。 

・H25/12/12 7:31 第二セシウム吸着装置（サリー）について流量計交換工事を行うため、装置を停止。 

12/18 17:07 流量計交換工事が終了したことから、第二セシウム吸着装置（サリー）を起動。 

18:08 定常流量に到達。 

19:21 第二セシウム吸着装置（サリー）の起動に伴い、セシウム吸着装置を停止。 

※水処理設備の運転状況の記載に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。（平成 25 年 12 月 19 日訂正） 

 

＜５．その他＞
・H25/12/18 11:00 頃 ２号機タービン建屋１階大物搬入口付近（建屋内）の床面（コンクリート）に水溜まりがあることを、

当社社員が発見。水溜まり範囲は、約４ｍ×約 1.5ｍ、深さが約１mm 程度。発見した水溜まり付近

に、１，２号機間ウェルポイントから２号機タービン建屋への移送ラインが通っていることから、念の

ため、同日 11:40 に当該の移送を停止するとともに、１，２号機間ウェルポイントからの地下水汲み

上げについても、同日 11:50 に停止。 

その後、水溜まり付近にある当該移送ラインの保温材を外して漏えいの有無を確認したが、漏え

い跡は見つからなかった。また、同日 12:51 に１，２号機間ウェルポイントから２号機タービン建屋

への移送を再開し、当該移送ラインの漏えい確認を実施し、異常は見られなかった。このことから、

同日13:15に１，２号機間ウェルポイントからの地下水の汲み上げを再開。なお、大物搬入口には

土のうを設置しているが、水溜まりは土のうまで達しておらず、建屋外への流出はない。また、水

溜まり範囲は約４ｍ×約 1.5ｍ程度で、拡大は確認されていない。 

その後、溜まり水の線量当量率を測定した結果は以下のとおり。 

表面線量率 0.30 mSv/h（γ線：１ｃｍ線量当量率）（10ｃｍ距離） 

       0.05 mSv/h（β線：70μｍ線量当量率）（10ｃｍ距離） 

雰囲気線量率 0.08 mSv/h（γ線：１ｃｍ線量当量率）（100ｃｍ距離） 

             0.00 mSv/h（β線：70μｍ線量当量率）（100ｃｍ距離） 

 

溜まり水の線量当量率が床面等と比較して同程度であること、および床面のスミア結果と溜まり水

のスミア核種分析結果の核種組成比が近似していることから、床面の汚染の影響を受けたものと

推測される。また、移送配管等に漏えいが確認出来なかったことから、保温材等の復旧、水の拭

き取りを実施する。なお、現在使用していない耐圧ホースが現場に残っていることから、今後撤去、

残水処理を実施していく。 

その後の現場状況確認において、大物搬入口付近（建屋内）の天井部より水が滴下していること

を確認。当該天井部はタービン建屋の屋根部であることから、雨水であると推定。 

 

・H25/12/18 22:20 頃 協力企業作業員がＦエリアタンク（５，６号機北側）のパトロールを実施していたところ、Ｃ５タンクとＣ

６タンク連絡管（Ｃ５タンク側）のフランジ部（継手部）より水が約１分に１滴ほど滴下していることを発

見。滴下を発見した際、パトロール員が確認した滴下の範囲は約 30cm×約５cm×約１mm（厚さ）で、

堰内に止まっており海への流出はなく、当該継手部はビニールでの養生を実施。 

12/19 0:48 に当該継手部の増し締めを実施したが、滴下量に変化なし。今後、当該タンクの水の

移送、当該継手部の点検等を実施予定。 

当該系統内（Ｃ５タンクおよびＣ６タンクには、５，６号機タービン建屋地下滞留水を貯水）の水の分

析結果は以下の通り。 

                   ・セシウム 134：22 Bq/L 

                   ・セシウム 137：97 Bq/L 

                   ・コバルト 60 ：18 Bq/L 
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・H25/12/19 14:10 頃 海側遮水壁設置工事に使用している重機（ホイールローダー）が南側防波堤付近で横転したとの

連絡あり。その後、同日午後２時 20 分頃、軽油が約１リットル漏れていることを協力企業作業員より

連絡があったため、午後２時 28 分、双葉消防本部へ連絡。なお、本件においてけが人は発生して

おらず、重機の横転に伴う設備への影響はない。現場の状況等について、調査中。 

※海側遮水壁設置工事に使用している重機（ホイールローダー）の横転に関する記載について、情報を更新しております。 

（平成 25 年 12 月 19 日更新） 

・H25/12/19 １号機原子炉建屋１階南側において、測定ロボット(Warrior)による線量率データ取得およびガンマカメラの

撮影を開始予定であったが、通信の不具合により調査を延期。 

・H25/12/19～ ３号機原子炉建屋における躯体状況調査を開始。 
 

【Ｈ４エリアタンク等からの水の漏えい関連】 

  ＜トピックス＞ 
・12/10 10:10～  汚染水拡散の防止策として、Ｈ４エリア周辺に設置したウェルポイントから地下水の汲み上

げを再開。 
＜タンクエリアパトロール実績（12/18）＞ 
・高線量当量率箇所（β＋γ線（70μｍ線量当量率））は確認されず。 

・堰床部に雨水が溜まった箇所については、雨水による遮へい効果により線量当量率は低い状態となっている。 

・目視点検によりタンク全数に漏えい等がないこと（漏えい確認が出来ていない堰内溜まり水内を除く）を確
認。 

・汚染水タンク水位計による常時監視で、タンク水位に異常がないことを確認。 

＜Ｈ４エリア周辺のサンプリング実績＞ 
・前回採取した測定結果と比較して有意な変動なし。 

＜福島第一構内排水路・南放水口のサンプリング実績＞ 
・前回採取した測定結果と比較して有意な変動なし。 

 
【タービン建屋東側の地下水調査／対策工事の実施状況】 
＜トピックス＞ 

・１,２号機取水口間のウェルポイントおよび集水ピット（南）地下水から立坑Ｃおよび２号機タービン建屋
への移送量は 12/19 0:00 時点で約 6,438ｍ3  ＊集水ピット（南）およびウェルポイントの総量 

＜地下水観測孔サンプリング実績＞ 
・前回採取した測定結果と比較して有意な変動なし。 

＜移送関係＞ 

・２,３号機東側に設置したウェルポイント（バキュームによる強制的な排水設備）からの地下水汲み上げお
よび２号機タービン建屋への移送を適宜実施中。 

・H25/12/10～16  １，２号機間護岸エリア地下水観測孔 No.１-16 の放射能濃度が上昇傾向にあることから、
当該観測孔からの地下水の汲み上げを試験的に実施。作業員の被ばく低減の観点から当該
観測孔からの汲み上げ作業は 12/16 で終了。今後、No.１-16 近傍で新たに回収用の孔（口
径大、深度浅）を掘削し、汲み上げ水をウェルポイント経由で回収できるようにする予定。 

・H25/12/11～  １，２号機間護岸エリア地下水観測孔 No.0-3-2 でトリチウムが検出されていることから、
当該観測孔からの地下水の汲み上げを試験的に適宜実施中。 

 
【地下貯水槽からの漏えいに関する情報および作業実績】 

＜トピックス＞ 

・H25/7/1～ 拡散防止対策およびサンプリングは継続実施中。 

・H25/10/3～   地下貯水槽 No.1 の汚染範囲調査開始。 

・H25/10/23～  地下貯水槽 No.6 において浮き上がり対策を実施中。 

・H25/11/15～  地下貯水槽 No.5 において浮き上がり対策を実施中。 

・H25/11/19～  地下貯水槽 No.1 において浮き上がり対策を実施中。 

・H25/11/28～  地下貯水槽 No.3 において浮き上がり対策を実施中。 

・H25/12/７～  地下貯水槽 No.2 において浮き上がり対策を実施中。 

・H25/12/16～  地下貯水槽 No.7 において浮き上がり対策を実施中。 

＜地下貯水槽サンプリング実績＞ 

・前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されていない。 

以 上 


